
14：00 ～ 14：10 開会挨拶    藤村 吉博（日本赤十字社 近畿ブロック血液センター） 

 

14：15 ～ 15：00 第一部 特別講演  座 長 谷 慶 彦 （日本赤十字社 近畿ブロック血液センター） 

   「大量出血症例における急性凝固、止血障害への最適輸血療法を考える」 

      － 新鮮凍結血漿やクリオプレシピテートの果たす役割とは － 

         宮田 茂樹（国立循環器病研究センター 輸血管理室） 

 
15：00 ～15：20      休 憩 

 
15：20 ～ 16：35 第二部 広域事業運営体制3年間の総括と今後の展開について 

     座 長  三木  均 （兵庫県赤十字血液センター）・田村 康一 （和歌山県赤十字血液センター） 

1）広域事業運営体制 3 年間の総括   

沖  学 （日本赤十字社 近畿ブロック血液センター） 

2）広域事業運営体制の課題 － 医療機関の立場より － 

冨山 佳昭（大阪大学医学部附属病院 輸血部） 

3）広域事業運営体制の課題－ 医療機関の立場より － 

           椿 和央（近畿大学医学部奈良病院 血液内科） 

総合討論（質疑応答含む） 30 分間 

 
16：35 ～ 17：10 第三部 血液センターからの情報提供 

司 会  河村 朋子（日本赤十字社 近畿ブロック血液センター） 

         1）輸血用血液製剤のウイルス感染症対策とその効果 

松倉 晴道（日本赤十字社 近畿ブロック血液センター） 

         2）供給関連業務に関するお知らせ 

         ① 赤血球抗原情報検索システムの稼働状況 

         ② ABO 血液型不適合移植が AB 型の血漿・血小板製剤の需要に及ぼす 

影響について 

           永澤 雅秀（日本赤十字社 近畿ブロック血液センター） 

17：10 ～ 17：20 閉会挨拶    神前 昌敏（大阪府赤十字血液センター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年度 赤十字血液シンポジウム（近畿ブロック） 

《 広域事業運営体制と輸血医療 》 

 

開催日：平成28年 2月 13日（土） 13：00 開場 

会 場：メルパルク大阪 

 

大阪市淀川区宮原4 丁目 2-1 

 

参加費：無 料 

 



後 援 ： 日本医師会、日本看護協会、日本病院薬剤師会、日本臨床衛生検査技師会、日本輸血・細胞治療学会 

認定制度： 大阪府医師会生涯研修制度、日本薬剤師研修センター認定薬剤師制度、 

会場へのアクセス 

≪ 事前参加申込書 ≫ 

主 催 ： 日本赤十字社近畿ブロック血液センター 

共 催 ： 日本赤十字社血液センター連盟近畿地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本臨床衛生検査技師会生涯教育研修制度、日本輸血・細胞治療学会が指定する認定制度 

事前参加申し込みのお願いについて 

赤十字血液シンポジウム（近畿ブロック）開催におきましては、会場の収容人数に対する参加予定者数の把握に努め

ております。つきましては、お手数をおかけしますが、参加を希望される方は下記連絡先まで本票を FAX送信いただ

きますようご協力をお願いいたします。なお、事前申し込みが無い場合でも参加していただけること、事前申し込み

いただいた方も開催日当日には受付手続きを行っていただく必要がありますことを申し添えます。 

日本赤十字社 近畿ブロック血液センター 学術情報課 行         FAX 072-643-2173  

TEL 072-643-1658 

ご施設名 ： 

 

ご所 属  ： 

 

ご芳 名 ： 


